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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・戸賀沢　潔様～主治医不在の為、田名部Drより臨時薬グーフィス錠（5）7日分処方
となっています。
・澤田　裕也様～青山荘入所に向けてのサービス担当者会議を1/27（木）16：00　

内科診察室にて実施予定です。
・出河　攻様～「身体が火照る」と訴え、自身を性病と話しています。
傾聴に対し、自身で発熱がない事、陰部に違和感が
あって痒みや疼くとの事。発言中、ニヤツキありません。
主治医に報告することを説明し、了承しています。
＜要注目患者様＞

・若沢　理子様～午前中、ホールで絵を描いている途中に声を上げて感情失禁あり。
幻聴増強訴えあるが頓服使用してから3時間未満であり、幻聴の強度
問うと「我慢できます」と。暫くすると一転してニヤツキ、空笑
見られています。10：45自制出来ないと来詰。継続指示レボトミン錠
（25）1T内服。以降気分の高さありますが、幻聴訴えはありません。
・坂本　福子様～膝痛訴え9：55継続指示ロキソプロフェン（60）1T 内服。
作業には遅れて参加できている。他者トラブル、話し掛けの多さ
はありません。
＜金Ｄｒ診察状況＞
・井上　和美様～最近の他者とのトラブル状況について「俺から手出したことは

　　　　　　　 ないな。滝田さんとか他にもちょっかい掛けて来る人がいる」と。

              「それよりも冷え症直したい」と話しは反れています。
アリピプラゾールの増量を提案するも拒否的。
耳を貸さないようアドバイス受けています。
臨時薬オランザピンOD錠（5）1×vds　7日分処方となっています。
・坂本　福子様～「調子は良くない。自分の意に反して日常がうまくいってない」と。
同室者への不満や、膝痛について、淡々と話しており会話を
切り上げる事が出来ず。主治医からは自身の行動を見つめ直す様
アドバイス受けています。臨時薬同内容で7日分処方となって
います
・小笠原　文人様～「衣装ケースの整理して昨日終わりました。調子は少し
悪いです」と話すが、診察前にひとりで入浴し、介助の
必要性が無かった事、昨日は一時的に車椅子を使用し
日によって体調のムラがある事を報告しています。
臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・角濱　義弘様～主治医へ、午前中も作業に行けている事、気分の落ち込みもない

事を説明している。主治医より、春頃の退院について説明あるが、
硬直や表情の硬さありません。処方変更なし。
＜小栁Ｄｒ診察状況＞

・江刺家　惠子様～依然として主治医に、週1回のパン食希望、毎日の納豆を
希望し、主治医説明にも聞き入れ不良。長期の入院により
食事への不満が高まっているようです。処方変更なし。
主治医から、退院に向け動く様指示あり。

便秘時ピコスルファートNa内用液　1本処方となっています。

・大久保　すい様～主治医へ、メイバランスへの不満、身体が痛くなるといった
妄想発言あります。
次回定期よりブロマゼパム3T→2T、オランザピ20mg→15mg

に減量となっています。
・会津　慮子様～便秘時ピコスルファートNa内用液　1本処方となっています。

・十日市　利喜様～便秘時ピコスルファートNa内用液　2本処方となっています。

